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●●放放課課後後学学習習支支援援事事業業  「「ゆゆめめのの木木教教室室」」            ●●青青少少年年のの健健全全育育成成ののたためめのの事事業業  

小小学学生生：：月月曜曜日日～～金金曜曜日日 1144：：0000～～1188：：0000            問問題題をを抱抱ええたた子子どどももととそそのの家家族族にに対対しし  

中中学学生生：：火火曜曜日日、、水水曜曜日日、、金金曜曜日日 1144：：0000～～1188：：0000                        随随時時相相談談･･援援助助をを行行ななうう    

            月月曜曜日日、、木木曜曜日日 1144：：0000～～1199：：3300  

●●青青少少年年のの自自立立支支援援事事業業  「「そそらら」」                                                

木木曜曜日日：：午午後後 66 時時 3300 分分～～88 時時 3300 分分                ●●交交流流会会      

        ●●幼幼児児のの日日本本語語教教室室「「ジジャャルルジジンン」」                  

令和 4 年度は豊田市委託事業として「幼児日本語教室ジャルジン」を伊保こども園と美和こども園

で開催しました。 

 

 

 
 
 

ジャルジン 

お菓子をいただきました 

理事の兵藤さんを通じて、土橋町の 

法雲寺さんからお菓子をたくさんい

ただきました。 

子どもたちへの素敵なプレゼント

をありがとうございました。 

 

 

【伊保教室】 

今期は年中幼児７人と年長幼児２人の混合教室であったため、年長さんに向けたプログラム

を組むことができませんでした。そのため絵本を使って基本語彙を増やす、思考力を高める

等の活動をしたり、工作を通じて聞く力や集中力を鍛えたりしました。このことによって日

本語を読む、書く、聞く、話す力が開始当初よりも伸びました。 

 
 

「ゆめの木教室」卒業生 

「ゆめの木教室」卒業生が会いに来てくれました。 

【1 年を振り返って：スタッフの感想】 

特別支援の必要な子どもがおり、園側からの加配の先生および園長先生が毎回参加してくださり、とても和

やかな環境で学習を進められたことを感謝しています。 

先生方も子どもたちが習得していく様子を目の当たりに見られることが嬉しそうで、私たちスタッフも嬉しく思

いました。 

子どもたちは、とても落ち着いて積極的に取り組んでくれて、1 時間という学習時間がいつも短く感じられま

した。 



  

 
 

 
                               
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

「ゆめの木教室」ではスタッフ間で子どもの様子を

共有するため、毎日メールで報告を行っています。 

令和５年４月 ある日の「ゆめの木教室」報告 

 

   
１年：数字の書き順が違ってしまいます。言葉はよく知っています。 

１年：元気よく数えました。ひらがなや名前を書きました。筆圧もあり丁寧に文字や数字を書くことが 

できます。 

２年：1 年生の復習を自分から進んでやりました。文字は、「とめ、はね、はらい」を意識して丁寧に書

くことができます。計算には時間がかかります。 

２年：計算を自分のやり方でやっていたので、10を意識する考え方を教えました。 

３年：集中して取り組みました。途中、少し頭が痛くなってきたと言ったので、「休んでいいよ」と話し 

ましたが「やる」と言って頑張りました。 

４年：「ゆめの木」九九 99点を 3分 48秒で合格しました。漢検は読みの練習をしました。 

４年：随分、計算が速くなっていました。席をすぐに立ってしまうので、もう少し落ち着いて学習ができ 

るといいです。 

５年:一日、二日などの日にちの読み方が読めません。量の計算、10dL=100mL のあたりが少しあやふやで

した。学習は集中してできました。 

６年：「ゆめの木」漢検 1-①から 12個ずつ頑張ります。 

６年:文章からの立式が難しいようです。面積の公式を忘れていました。 

 

 

 

＜中学生の目標＞ 

 課題を期日までに提出する。 

 テストで点数がとれるような勉強の仕方を身に付ける。 

＜手立て＞ 

 家庭学習を促し、自分で勉強して理解できなかったことを「ゆめの木教室」で聞くよう

な学習の仕方を身につけさせる。 

 テスト範囲のドリルなどの副教材をテスト前には必ずやり終えるよう指導する。 

 数学の基本的な計算と教科書からの漢字を毎回数問ずつ必ずやらせる。 

＜成果＞ 

 スタッフがほぼマンツーマンでつくことができたので、自主学ノートのまとめ方を個別

に指導することができた。 

 自分で学習して分からなかったことを聞いてきたり、「今日はこの勉強がしたい。」と

言ってくる生徒が増えた。 

 自分なりの勉強の仕方が確立してきて、一人で勉強できるようになった生徒がいた。 

 毎回、計算問題を繰り返し取り組んだことで、計算力が上がった。 

 毎回、教科書から取り出した漢字の読み問題をやったことで、漢字に興味をもって積極

的に漢字学習に取り組む生徒が増えた。 

NPO 法人 
    キャリア塾 

 「子どもの国」では、外国につながる生徒に対して、仕事について考え、自分自身の将来を展望

してもらうこと、それによって日々の学習へとつなげる行動を促すことを目的に「キャリア塾」を

開催しています。 

 

第１回キャリア塾「そもそも仕事ってなんだろう」 

第 2 回・第 3 回キャリア塾「大学生の『これまで』を知る」 

第 4 回キャリア塾「高校入試について（入試制度の解説）」 

第 5 回キャリア塾「学費について」 

第 6 回キャリア塾「通知表の見方について」 

第 7 回キャリア塾「豊田市役所Ｙ／Ｍさんのお話を聞く」 

第 8 回キャリア塾「ボランティアの大学 4 年生 3 人のお話を聞く」 

第 9 回キャリア塾「大学生の皆さんに聴く、大学生活と就職」 

 

   

令和 4年度「ゆめの木教室」卒業生 

今年も引き続き交流会を開き、保護者とスタッフがゆっくり 

話し合える時間を作りたいと思っています。 

 

令和 4 年度「ゆめの木教室」中学生ふりかえり 

コロナで中断していた交流会を 3年ぶりに開くことができました。 

当日は「小学 6 年生・中学 3 年生の卒業を祝う会」をメインに楽しいひとときを過ごすことができ

ました。卒業する子どもたちは、新しい生活への前向きな気持ちを話してくれました。成長した姿

に、保護者の方々もスタッフも嬉しい気持ちでいっぱいになりました。 

 

卒業おめでとう 

ございます！！ 


